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1.はじめに

日本語教師の教える能力について議論をする際に、

「資質Jという用語が多用される。「いい日本語教師J

であるための要素を、日本語教師の「資質Jまたは「力

量Jと呼ぶという点では一致しているものの、では「ど

んな日本語教師がいい日本語教師なのかJという本

質的な命題については、資質と教育効果の因果関係

を科学的に分析・証明することが図難であるため、そ

の「概念のとらえ方は学問的に必ずしも一定したも

のとはなっていない(吉本 1989:14)Jのが現状であ

る。結果、「これが必要な資質だJという主張が色々

となされるにとどまっているのであるが、「数え上げ

れば切りのない資質を並べ立てるだけでは、結局は

羅列主義に陥るか、もしくは実践性の伴わない精神

主義に終わらざるを得ない(吉本 1989:13)Jのも事

実である。本稿は、教育学・英語教育学・日本語教

育学の先行研究調査により、日本語教師に必要とさ

れる資質を分析することを目的とする。そして、そ

の分析に基づき「教師育成のあるべき姿Jについて

も考察を加えるものである。

2.教師一般の資質(教育学の分野で)

どんな資質が教師に必要なのかについては、主に

教育学の分野で、線々な議論がなされてきた。例えば、

伊津野(1984:10-14)は、教師の力量の要素として、

次の5つを挙げている。

1.深求の精神 2.子ども一人一人への理解

3.子どもがわかる授業

4.子どもの協同性を育てる.

5.地成社会に臼を向ける

これに対して、教師の資質・力量を「人間性Jと「専
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門性Jに分けて考えようとする意見が多く見られる

(例、拓殖 1984:258-260、津布楽 1989:32-45、吉

本 1989:13).

教師の資質向上が問題とされるとき、教師とし

ての人間的資質を基本に踏まえつつ、教育上の

専門的・技術的側面も含めて論じられるのが普

通である。実際の教育場面では、教師の人間性

と専門性は分かち難く結び付いて生きて働く力

となっているからであるo (吉本 1989:13)

本稿は、この「いい授業ができる先生の資質を『人

間性』と『専門性』に分けて考えようJという主張

にしたがって、それぞれ具体的に「どんな人間性が

求められるのかJrどんな専門性が求められるのか」

を見ていくこととする。

2-1.人間性

波多野(1988:33)は「人聞が人聞を育てる教育の

場では、教師と子供の人間的な心の交流、あるいは

信頼関係が大きな意味を持つことが多いJと「教師

の人間性jの重要性を指摘した上で、「子供を思うこと」

「情絡を安定し、豊かな感性を持つことJr自らを高

めようとすること」を、「教師の望まれる人間性Jと

して紹介している。

子供を思うこと

常に子供を思っている教師、むしろ思わないで

はいられない性を持った教師には、例外なく人

間性を感じることは事実である。…教育は、ま

ず「子供を思うJ ことから始まる。…それがや

がて、教師の専門性としての児童・生徒理解に

つながり、子供と教師の信頼関係につながり、

評価や指導につながっていく。

情緒を安定し、豊かな感性を持つこと

「子供を思うJことが.独り善がりでなく、純

粋であるためには、教師の情緒の安定が必須条



件である。町教育においては、教師の情緒の安定

が、子供の情緒の安定にも、教育内容の理解にも、

個性の伸長にも大きな作用を及ぽす。

自らを高めようとすること

教師もまた、人間として自ら成長しようとする

意欲や態度を持たなければ、子供の成長に寄与

すること、子供の自己変革を援助することはで

きないはずである。

津布楽(1989:32・37)は、教師の「人間的な資質J

として次の要素を挙げている。

子供への愛情

子供を見て、常に新しい発見の篤きと喜びを感

ずることのできるみずみずしさとしなやかさが

教師には大切なことである。それが、子供への

愛情というものであろう。

意欲と情熱

教育は子供の人格形成という極めて自由な創造

的な営みであり、画一的な規格品を大量に生産

する活動とは異なる。一人一人の子供の個性・

能力を伸ばしていく仕事である。教師に求めら

れる意欲・情熱は自主的・主体的に取り組む積

極的な姿勢であり、自主性・主体性・創造性と

いってよい。

公平さとバランス

公平さの基本は子供を尊重する心であり、それ

ぞれの子供への細かな配慮である。

絶えざる探求心

教師が相手とする子供たちは、旺盛な知識欲を

持っている。子供たちは色々なことに深い驚き

と疑問を抱き、次々と質問をする。教育とはこ

のような子供たちに学び続け問い続ける力を育

てる営みであるということができる。当然、教

師自身にも学び続ける態度が不可欠となる。

図分 (1982:59-79)は、「教師のパーソナリティと

してぜひとも必要なことJを5つ挙げている。

自分を受け入れること

自分を受け入れるとは、自己嫌悪をもつなとい

うことである。自己嫌悪の強い人ほど他者嫌悪

も強いのである。教師は人に接する職業である

から、「人好き」でなくては勤まらない。

きさくであること

教師はきさくでなければならない。生徒が気楽

に「先生!Jと寄ってきやすい人柄でなければ
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ならない.ーどういう教師がきさくな教師か。人

にたいして傍えが少ない教師である.

打てば智くこと

打てば響く教師とは.学生の感情がもろに伝わ

ってくる教師である.回生徒と同じような感情体

験を持っている教師である。

人生をエンジョイする

人生の瞬間瞬間を味わって生きている姿勢、こ

れが教師にとって大切な資質ではないか.

覇気のあること

人間はやさしさや受容、愛だけでは生きていけ

ない。そういう母性原理のほかに粉砕精神(父

性原理)を必要とする.

2-2.専門性

津布楽(1989:32-45)は、教師の「専門的な力量」

として次の4つの要素を挙げている。

授業の力

授業を成立させるには、(1)教科についての知識、

(2)子供の成長・発達についての知設と理解、

(3 )教育過程の編成と指導法についての知識

と技術が必要となる.

学級経営の力

学習の場である教室を適切に整備すること、学

級集団として子供相互の人間関係をつくりあげ

ることなどである。

協力・協働の力

学校という教育組織体の成員として、教員には

協力・協働の力、言い換えればパートナーシッ

プとチームワークの力が求められる。

国際感覚

自分で考え、自分で表現する力を持ち、自分の

持ち味を引き出すことができる人間がこれから

の国際化社会には必要である。

波多野 (1988)は「学習を意図的に成立させるた

めのもの」として「教師の専門性Jをとらえ、「基礎的・

基本的知識や技術を身に付けることJr子供を理解す

ることJrよい授業を創造することJを、「教師の望

まれる専門性j として挙げている。

基礎的・基本的知識や技術を身に付けること

ある小学校で使用されている「指導における基

本的な配慮J(波多野 1988:49-50で紹介)

[話し方]

a.速さ・声量・位置・姿勢に気を付けて、明る



く話す。

b.適切に問を取って話す。

c.正確な意図をもって話し、繰り返しゃ付け足

しは避ける。

d.子供の心を受けとめ、心の通い合うように話

す。

[発問]

a.指導の狙いに沿った発問に心掛ける。

b.多面的な見方、考え方をさせるような発問を

する。

c.発問したら待つ。

d.子供の思考を大切にし、教師の意図にそうよ

うな無理な誘導はしない。

e.指示、助言、示唆などと発問をはっきり区別

する。

[反応の受けとめ方]

a.誤った反応、教師の意図に合わない反応も切

り捨てないで、 j思考を深める手掛かりとする。

b.子供の反応は最後まで聞き取る。

c.強り言、つぶやきなどを大切にする。

d.考えを深めたり、転換させたり、発展させる

手掛かりとなる反応を大切にする。

e.子供の反応を勝手に言い換えたり、無理に結

論づけたりしない。

[板書]

a.子供が見る位置(黒板の反射、高さなど)を

意識して書く。

h 文字の大きさ、筆順、送り仮名などに注意し.

はっきりと丁寧に書く。

c.子供の板書や子供の作成した資料などを生か

す。

d.チョーク、カード、小黒板などの活用を工夫

する。

e.板書の構成を工夫し、考えを深めたり竪理し

たりする学習展開に心儲ける。

子供を理解すること

子供を理解するためには、「自分の経験のみに頼

らないことJと「自己理解を深めることJとい

う具体的な視点が必要である. 子供を理解す

るには段々な技術がある.しかし、子供を人間

として理解するには、教師自身が人間としての

自分を見つめ、人間としての自己理解を深めな

ければ、子供を理解することは不可能ではない
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だろうか。

よい授業を創造すること

教師にとって授業は生命である。教師の専門性は、

よい授業を創造できるかどうかにかかっている。

よい授業を創造するには、教師が基礎的・基

本的知識や技術を身に付けるとともに、子供を

よく理解し、そのうえにたって、授業の本質を

認識し、教材を分析・構成・開発する力を持ち、

学習過程や学習活動、学習形態など、創意をも

って授業を組み立てていかねばならない。

このような形で、「基礎的・基本的知識や技術を身

に付けることJr子供を理解することJrよい授業を

創造することJが「教師に望まれる専門性Jである

とした上で、波多野 (1988:51)は、それらの関係に

ついて次のように述べている。

教師の専門的知識や技術は、基礎的・基本的な

知識や伎術が、単に細分化され、精密になるこ

とのみが要求されるのではない。子供の学習が

成立するためには、『子供を理解』することを通

して、それが専門的知識や技術に高まり、深ま

る必要がある。『待つ』ことを例にとれば、どの

ような発問の時、子供の思考の内容や速さに即

して、どのような待ち方をするか、また、一人

一人の子供の違いに対して、どのような配慮を

するのかが関われるのであって、機械的に待て

ばよいというのではない。そのためには、学習

内容をよく把握しておくことも大切であるし、

子供をよく理解することも必要である。また、

学習を成立させる方法・技術も、そのことに即

して重要視されなければならないーそれが教師

の専門性なのである。

2-3.自己教育力

ところでJ人間性Jについて考察したときに、「探

求の精神(伊津野 1984)J r自らを高めようとするこ

と(波多野 1988)J r絶えざる探求心(津布楽

1989:32-37) J等の、教師の向上心とも呼べそうな要

素が含まれていた。新堀・斎藤 0986:129-130)は、

この要素を『自己教育力Jと呼び、その重要性につ

いて、次のように述べている。

教育の出発は、子どもをどう理解するかという

ことである。成長し続けている子どもたち、学

びたい、伸びたいと思っている子どもたちの喜

びゃ苦しみを理解することができるのは、自ら



も成長し続けている教師ではあるまいか。ー学ぶ

ことの意義は子どもを理解することができるた

めばかりではない。学ぶことによって.綬業を

魅力あるものにし、生き生きとした教育活動を

展開することができる.さらに、子どもたちに

とって「重要な他者Jである教師の学ぶ姿は、

しらずしらずのうちに子どもを感化する.学ぶ

ことの喜びゃ楽しさがにじみ出る教師に学ぶと

きは、学び手もいつかそうなっていることが多

いのである。教師の体全体から溢れるものは子

どもたちを大きく動かす。ほんものの教師は背

中で人を教える力がある。教師は学ぶことによ

って、本当の教師となることができる。

以上の先行研究調査によって、「教師によって必要

な資質」は、教育学の場合、「人間性Jr専門性Jr自

己教育力」の主要 3要素で構成されていると結論づ

けることが可能であろう。

3. 日本語教師の資質について

では、教師一般についての教育学の分野から離れて、

日本語教師の資質について以下考察してみる.まずは、

第 2言語教育という点で関連の深い、英語教育学の

分野での先行研究を見ていく。

3-1.英語教育学の分野での主張

英語教師の資質についても、これまで様々な主張

がなされてきた。例えば、 Brown (1994:430) は r~) 

い英語教師であるかどうかのチェックリストJとして、

以下の30項目を挙げている。

技術面での知識

a.英語の音声、文法、談話などの言語学的シス

テムの理解

b. 言語学習と教授の基本原理の包括的把握

C. 英語を流暢に「話しJr書きJr聴きJr読むJ

能力

d. 外国語学習がどのようなものであるかについ

ての、自身の体験に基づく知識

e.定期的な文献購読や会議・ワークショップ参

加を遇した、その分野の現状への精通

教授上の能力

a 有効な言語教授アプローチの所有

b.広いバラエティに渡るテクニックの理解と、

それを使った経験
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C. 授業計画の効果的なデザインと実施

d 授業中に効果的な決定をするための、綬業の

モニタ-

e.学習者の言語的ニーズの効果的な知覚

f.学習者への昆適のフィードパックの付与

g. 教室内でのインターアクション・協力・チー

ムワークの奨励

h クラスルーム運営の適切な原則の使用

i.効果的で明確なプレゼンテーション技能の使

用

j.教材や.他の聴覚的.視覚的・機校的機材の

創造的な採用

k 必要に応じた、新たな教材の革新的創造

1.効果的なテストを創造するための、インター

アクティプで本来的な動機づけを促すテクニ

ックの使用

インターパーソナルな技能

a.異文化問の違いへの気づき、そして学習者の

文化的伝統に対する敏感さ

h 人間を楽しむ、熱意、暖かさ、ラポート、適

切なユーモアを示す

C. 学習者の意見と能力を大切にする

d.能力的に劣る学習者に対処する際の忍耐強さ

e.特別に高い能力を持った学習者への、チャレ

ンジの機会の提供

f.同僚との、調和的で率直な協力

g. 考え・アイデア・テクニックを同僚と共有す

る機会の追及

人間としての個人的な質

a.組織的であり、コミットメントを誠実に満た

し、頼りになる。

b. 物事がうまくいかないときに柔軟である。

C. 新しい教え方を試みる際に、新しい発見をし

ようとする気持ちを維持する。

d 継続的な教師としての成長のための、短期的・

長期的ゴールを設定する。

e.倫理面・モラル面の高い水準を維持し、その

例を示す。

これらのうち、「技術面での知識Jr教授上の能力J

は、一般的教師の資質として取り上げられた「専門性」

に、そして「人間としての個人的な質」は、「人間性」

に当たるようである。「インターパーソナルな技能Jは、

「人間性をベースに発揮される専門的技能」と解釈



できるであろう。このように、ある特定(この場合

は英語)の教科が与えられることによって、一般的

な教師の資質として考察してきた「人間性」や「専

門性」が、その教科の教師に具体的にはどのような

形で必要とされるのかが、明らかになる。 Brownで

は「定期的な文献購読や会議・ワークショップ参加

を通した、その分野の現状への精通Jr新しい教え方

を試みる際に、新しい発見をしようとする気持ちを

維持するJr継続的な教師としての成長のための、短

期的・長期的ゴールを設定するJという形で「自己

教育力Jを必要な資質として入れているが、独立し

た一つのカテゴリーとしては捉えていない。これに

対し、安原 (2001:14-15)では、「これからの英語教

師に欠かせない資質」の最後の要素として、自己教

育カが挙げられている。

1.生徒が好き、教えるのが好き(これが基本)

2.常に creativeな授業を作りだそうとする創

造的な資質

3.授業を通して生徒が成長していくプロセスに

気づく感受性

4. 教材集め、授業の改善など、自分の授業づく

りにこだわる自立的な姿勢

このような形で.英語教育の分野でも「人間性Jr専

門性Jそして「自己教育力」が、教師の資質として

挙げられている。しかしながら、前述の教育学の分

野に比べると、「専門性」への注目のウエイトが高い

ようである。これは英語という特定の教科が与えら

れることで、実際の授業場面などで具体的に何が必

要かを考えるのが可能になることが原因であろう専

門性」への注目が大きい分、それほど注目されてこ

なかった「人間性Jや「自己教育力Jの重要性が特

に注目されるようになったのは、最近のことのよう

である。

3-2. 日本語教育学の分野での主猿

日本語教育学の分野でも「いい先生とはどんな先

生なのかJを考えるという形で、日本語教師の資質

について綴々な主張がなされてきた。例えば、高見

淳 0996:14-20)は. r日本語教師に求められる条件J

として.以下の項目を挙げている。

モデルたり得る日本語能力

a.音声が明解で聞き取りやすいかどうか

h アクセントに方言的な痕跡はないか

c.話す速度が適切かどうか

d.語葉の選択や表現が自然なものかどうか

e.簡潔でわかりやすい話し方ができるかどうか

f.論理的に首尾一貫した話ができるかどうか

g. 待遇表現の用法が適切であるか

h 棺手の話をよく聞く態度があるかどうか

日本語についての知識

a.外国人のための日本語文法の知識

教授法についての知識

学習者心理についての知識

日本についての知識

異文化に接する態度(全ての文化を平等に受けとめ、

尊敬する文化的多重性をもって教育にあたる態度)

日本語教師に向いている態度

a.明るい性格の人

b.親切で根気強い人

c.創造性のある人

以上の高見淳の考える「日本語教師の資質Jでは、

「専門性Jが大半を占めている。「人間性j は「態度J

という項目で取り上げられているが、「自己教育力」

については特に言及が見られない。このJ点は‘前述

の英語教育の傾向と似ている。

ところで、日本語教員の専門性の確立と日本語教

育の水準の向上を目的に、 1987年から実施されてき

た日本語教育能力検定試験が、「出題範囲や試験方法

が日本語教育に関する知識を測定することに偏って

いるj との批判を受け、大幅な改訂がなされること

になっている。この新しい試験は「現行の試験にお

ける専門家としての最低限の知識・能力を測定する

という水準を保ったうえで、幅広い知識とより実践

的な能力を測定することもできる試験(坂本 2001:2)J 

を目指すもので、非常に幅広い出題範囲になるよう

である。しかしながら、この試験は「日本語教育関

係者が持つことが期待されている基本的な知識・能力J

を測定しようとするものであり、現場での実践的教

育能力を備えた、つまり、現場で上手に教えられる

教師であるかどうかを直接測定するものではない(西

原 2001:7)。言い換えれば、この試験に合格するこ

とは、「基本的な知識・能力を持っていることJを証

明するもので、「現場でいい授業ができる先生である

ことJを証明するものではないのである。教師の資

質という観点から見ると、この試験が測定しようと

しているものは、主に「専門ttJだと言えるであろう。

そもそも「人間性Jや「自己教育力Jのペーパーテ

句。
に
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ストによる測定の困難さを考えると、この試験が「専

門性Jに絞って、日本語教師の知設・能力を測定し

ようとするのは必然的な帰結である。この試験の合

格者は、教師の資質のうちの「基本的な専門性j を

持っていることを証明されるだけなのである。より

高いレベルの日本語教師を目指そうとするのならば、

「更に高度な専門性Jを目標に日々努力すること、

そして、(この試験では測定されない)自分自身の「人

間性Jと「自己教育力Jを理解し高めるように努め

ることが肝要である。

4.日本語学習者が求める日本語教師の資質

これまで教師の資質について色々考察してきたの

であるが、いずれも「研究者Jまたは「教師j が考

える教師の資質であった。学習者の考える「いい先生」

と教師の考える「いい先生Jの不一致について、下

村(1989:217-218)は次のように述べている。

教師の資質をどうとらえるかについては、子供

に対する強い愛情、高度の倫理感などといった

精神面を重視するか、むしろ教材の理解、教え

方などといった技術面を重視するかによってか

なり見方が違い、一律に論じることができない。

「よい先生J という場合にも、教師自身の考え

る「よい先生Jと、子供の求める「よい先生」、

父母の期待する「よい先生Jの問にはかなり大

きなずれがある。

縫部 (2001:24)は、日本語学習者が日本語教師に

求めているものについて調査を行い、興味深い結果

を報告している。学習者が日本語教師に望んでいる

ものは、主に 4つに大別でき、その順序は次のとお

りであった。

1位:学習者への心配り

2位・教職意識(教師としての自覚や職業意識)

3位:教授法の知識と能力

4位:日本語の専門知識

この結果を受け、縫部は次のようにまとめている。

第二言語としての日本語の教師は、日本語の専

門家以上の存在であり、その「以上」というこ

との中身は、教師である前に人間であり、一人

の教育者であり、教育者である前に一人の人間

であるということである。一人の人間として学

習者個人と人間的な触れ合い・相互交流を基本

として教育は成り立つということであり、その

上に教育者として学習者が学習するのを径助す

る存在であるということである.

日本語教師の資質というと、つい「専門性Jの方

に目が向きがちだが、その他の資質の重要性を忘れ

ないことの大切さを、この調査結果は物語っている。

5.資質の可変性について

国際日本語普及協会日本語教師適性チェック作成

グループ (2000:8-11)は、日本語教師に必要な資質

について次のように述べている.

日本語教師には.様々な力が求められます。日

本語、コミュニケーション、言語習得などに関

する専門家としての知識、それを授業という場

で生かす力、日本の文化から国際問題までの幅

広い教養、学習者をひきつける人間的な魅力等

など、どれも欠かせないものです。しかし、何

より大切なのは.学習者が{申びていくのを根気

よく見守ることに歓ぴを感じられるということ

でしょう。

国際日本語普及協会日本語教師適性チェック作成

クソレープの主張で興味深いのが、「日本語教師に必要

な基本的資質j として挙げてある 5つの項目のうち

の3つが、「興味Jであるという点である。

1.言葉についての興味

2.外国語学習についての興味

3. 日本語で表現することについての興味

4. 人と一緒に何かをすることが好き

5. 忍耐力

「興味があるところからスター卜して、資質を伸

ばすことは可能である」という前提に、国際日本語

普及協会日本語教師適性チェック作成グループの主

張は立っているのである。このことは、次の文から

も伺える。

このように幅広い能力が求められる日本語教師

ですが、誰にでも得手不得手があるものです。

あまり努力しなくてもできることもあれば、逆に、

頑張っても難しいこともあります。まず、自分

の個性を知るところから始めましょう。自分の

長所を生かして、教師としての自信をつけまし

ょう。それから、不得手な所を克服する努力を

して、魅力あふれる教師になってください。

4
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これまで「教師の資質Jを、「いい先生であるため

の要素」という定義で、色々な角度から見てきたが、

果たして個人が持っている「資質Jは変えることが

できるのだろうか。変えることができないならば、

ある一定の要素を持った人しか「いい先生Jにはな

れないということになる。本稿の筆者は、「資質」は

変えることが可能であるという、以下の吉本や津布

楽の主張に賛成の立場を取っている。

一般的には資質は素質に近くとらえられ、生ま

れながら身に付けたものと考えられやすい。し

かし、資質は固定不変のものではなく、素質に

根ざすところが大であるとはいえ、本人の研鎖・

努力によって磨かれるもので、その磨かれた結

果の人格的特性を指すものと考えてよい(吉本

1989:13)。

(人間的な資質と専門的な力量によって構成さ

れる)資質とは努力と研鑓によって磨かれた素

質とでも表現しうるものである(津布楽 1989-.32)。

吉本は「資質」を「人間性」に限定して使用して

おり、津布楽は『資質」の中に「人間性Jと「専門性J

を含んでいるが、「資質を磨き上げて、よりよいもの

にしていくことは可能である」という点では一致し

ている。本稿の筆者も、「人間性Jと「専門性」を教

師自身の努力で高めていくことは可能であると思っ

ている。そして、「資質Jを磨き上げていくエネルギ

ーとなるのが、「資質Jのもう一つの要素「自己教育力J

であると考えるものである.

6.教師の成長と自己研修型教師

現在の教師育成は、『教師の成長 (TeacherDevel 

opment)Jという方向性で実施されるようになって

きた。この方向性は‘「教師養成や研修にあたって、

これまで良いとされてきた教え方のモデルを出発点

としながらも、それを素材にくいっ、つまりどのよ

うな学習者のタイプやレベル、ニーズに対して、ま

たどんな問題がある場合に>.<なぜ、つまりどのよ

うな原則や理念に基づいて>教えるかということを、

自分なりに考えていく姿勢を養い、それらを実践し、

その結果を観察し改善していくような成長を作りだ

していく(岡崎・岡崎 1997:9・10)Jことを重要視す

るものである.換言すれば、教師を育成していく段

階で、「自己教育力」を身に付けさせようとする方向
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性が、現在の教師育成の主流なのである。

「教師の成長Jの中では、自分が持っている「ど

う教えるか」についての考えを、自分の教育現場の

実際に応じて捉え直し、それを実践し、その結果を

観察し内省して、より良き授業を目指すことが出来

る能力を、教師は要求される。そして、教師が自己

成長をし続けていくためには、教師自身が「自己研

修型教師(岡崎・岡崎 1997、金If-direc凶 T臼 cher)J

であることが必要である。自己研修型教師とは、他

の人が作成したシラパスや教授法を鵜呑みにしその

まま適用していくような受け身的な存在ではなく、

自分自身で自分の学習者に合った教材や教室活動を

創造していく能動的な存在である。そのためには、

これまで無意識に作り上げてきた自分の考え方・教

え方をクリテイカルに捉え直し、学習者との関わり

の中で見直していくという作業を自らに課すことが

教師各自に求められる。教師の「資質Jという観点

から考えれば、「自己研修型教師j は「自己教育力」

のある教師ということになる。別の見方をすれば、「自

己教育力Jの重要性が強く認識されるようになり、

それが「教師の成長」や「自己研修型教師Jという

概念を産み出したとも考えられるのである。

7.教師の資質を磨き上げる方法

では、どのようにして教師は自分の資質を磨き上

げることができるのであろうか。「専門性」と「自己

教育力」に関しては、谷口・石井・田中 (1994)が挙

げた、以下の方法が参考になる。

自分の授業の具体的事例に基づく評価・改善のた

めの活動

1.ビデオ・音声テープに記録して授業観察を行

なう

2. 他教師に授業観察とコメントをしてもらう

3. 教案作成及び綬業後の反省

4. チェックリストによる自己評価

5.学習者からの評価を得る(アンケート、評価

票、直接聞くなど)

自分の授業を直接検討はしないが、間接的に授業

に役立てる活動

1.他の教師の授業を見学する

2. 教材(自分のもの・他教師のもの)を検討す

る



3. 同僚等との相談・意見交換をする

生学習者の希望やニーズを調査する

5. 父母の希望を聞く

6. 学習者によるコース評価

その他全般的な向上を目指した活動

1.研究会・勉強会への参加

2.文献等を読む

3.外国語学習(学習者の立場を経験する.学習

者とのコミュニケーションに必要な媒介語を

習得する)

4. 自分の国についての知識を深める

5. 健康管理・体力増進

6. 目標言語教育関係以外の人との交流

これらの方法を積極的に活用することで、教師は

自身の「専門性Jと「自己教育力Jを磨き上げるこ

とができる。また、「ティーチング・ポートフォリオ

(Teaching Portfo!io)Jや「アクション・リサーチ

(Action Research)Jを実施することによっても、こ

れらの資質を磨き上げることが可能である。I)

残るは「人間性Jである。「人間性j を磨き上げる

方法は数限りなくあると考えられるが、本稿ではそ

の一つを紹介する。縫部 (2001:23)は、日本語教師

が備えるべき資質として「自己を知ること」と「他

者と交流すること」の重要性を強調している。「人間性j

の中でも、これらの要素は教師にとって特に大切な

要素であると考えられる。これらの要素を伸ばして

磨く機会を提供するのが、「構成的グループ・エンカ

ウンター」である。構成的グループ・エンカウンタ

ーの様々なエクササイズのねらいは、次の6つに分

類される。

1.自己理解 2.他者理解

3.自己受容 4.信頼体験

5感受性の促進 6.自己主張

構成的グループ・エンカウンターは、日本各地の

小学校・中学校・高等学校などで活用されているも

のであるが、大学生・大学院生・社会人等にも活用

可能である。エクササイズに参加することで、上記

の「人間性Jを磨き上げることが可能になる。 2)

8. アメリカ合衆国の「ベテラン外国語

教師のスタンダーズJ

「いい先生とはどんな先生なんだJrどういう役割

をしっかりこなす先生がいい先生なんだ』という議

論が.最近になって外国語教育の分野で盛んに行わ

れるようになってきた.例えば、アメリカ合衆国では、

1990年代半ばより外国語教育の教育目標の設定が試

みられてきており、 1999年にその成果が Standards

for Foreign Language Leaming in白e21st Cen-

turyという名の本として出版された(賞作 1999:1針。

その中では.次の 5つのゴール領成が.外国語教育

の目標 (5C) として掲げられている

1. Communi田 tion=英語以外の言語でコミュニケーションを行なう

2. ClUture=自分の文化以外の文化の知議を身に付け.理解する

3. Connection=外国語以外の強化と関連づIt.外国請を使って必要な

情穏を得る.

4. Com回 n田 n=言語と文化の性質についての洞察を深める

5. Communit)'古田内.国外の多言語コミュニティの活動に曹加する

この 5つのゴール領域を教育目標として達成する

ために、これまで以上に多様な役割をこなすことを

要求されるようになった現職教師用に、以下に挙げ

る14の具体的標準で構成される「ベテラン教師のた

めのスタンダーズJが設定された(賞作 2001:26-27)。

学習者の学習に備える

1.学習者に関する知識

経験を積んだ外国語教師は自分の学習者の個々

の言語学習者としての能力を上げ、興味を育む

ために、幼児・青少年の成長プロセスについて

の知識を参考にし、学習者を個人として尊重し、

学習者に関する情報・知識を積極的に獲得する。

2.公正さ

経験を積んだ外国語教師は教育活動を通じて、

平等・多様性の持つ強さ、公正さに対する自ら

のコミットメントを示す。また、多人種・多文化・

多民族社会を反映した多様な学習者を受け入れ、

それぞれの学習者に最も高いゴールを設定する。

3.言語に関する知識

経験を積んだ外国語教師は教える対象となる言

語の高度な使用能力を保持し、その言語の知識

を持ち、それをもとに、学習者に達成可能で、

かつ学習しがいのあるゴールを設定する。

4 文化に関する知識

外国語の効果的な教育の欠かせない一部として、

経験を積んだ外国語教師は教える対象となる文

化と言語の知識を持ち、また理解し、二つがど

のように密接に関係しているかを知っている。

5.言語習得に関する知識

au 
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経験を積んだ外国語教師は第二言語習得プロセ

スに精通し、外国語習得・教育のための様々な

方法・アプローチを理解し、この知識を基に教

育ゴールに適切な教授ストラテジーをデザイン

する。

学習者の学習を促進する

a学習につなげる多様な方法

経験を積んだ外国語教師比積極的かつ効果的に、

学習者の言語・文化学習に関与する。学習者の

言語使用能力を発展させ、知識を増大し、理解

を強め、クリテイカルな思考能力・創造的な思

考を強めるため、多様な教授ストラテジーを使う。

7.カリキュラムと教育のつながり

経験を積んだ外国語教師は確実に、あるレベル

から次のレベルの外国語学習で学習者の経験が

長期的視野に立ち.段階的・連続的であり、長

い年月を通して学習者が簡単な言語使用から高

度な洗練された言語使用に進むようにする.

&学習環境

経験を積んだ外国語教師は、全ての学習者が参

加し、全ての学習者に注意が注がれ、チャレン

ジングで、刺激のあるクラス環境を作り、目標

言語で意味のあるコミュニケーションがなされ、

学習者が積極的に参加するようにする。

9.学習素材

経験を積んだ外国語教師は、全学習者の学習・

言語ニーズが満たされ、クリテイカルな思考・

創造的な思考が促進されるように、適切な教材

教具を選ぴ、改変したり、開発したり、使った

りする.

10.評価

経験を積んだ外国語教師は、カリキュラムと学

習者に適切な様々な評価のストラテジーを使用し、

評価の結果を学習者の学習状況をモニターしたり、

学習者が自己の言語能力発達を内省したり、学

習者に発達状況を報告したり、教育方法を工夫

したりするために使用する。

学習者の学習を支鐙する

11.教育の専門家としての成長を内省する

経験を積んだ外国語教師は、絶えず自らの教育

活動の貨を分析・評価し、その効果と学習者の

学習を高めようとする.

12.学校、家庭.コミュニティー
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経験を積んだ外国語教師は、他の教科の同僚、

学習者の家族、学校内外のコミュニティーと共

同して、学習者の利益につながるように努力する。

13 教育専門家のコミュニティーの一員

経験を積んだ外国語教師は、教育プログラムの

改善、知識の発達、外国語教育での同僚の活動

に寄与する。

14.外国語教育の促進

経験を積んだ外国語教師は、学校内外で、多く

の言語を学習する機会を得られる長期的かつ連

続的なプログラムに、全学習者が参加できるよ

う働き掛ける。

この外国語教師用スタンダーズには、「学習者の学

習を実現するために外国語教師が行うこと」が具体

的に記述されている。そして、このようなスタンダ

ーズに照らし合せながら日々の教育実践を振り返る

ことで、現職教師が成長し続けることを支援するプ

ログラムがアメリカ合衆国では開講されているそう

である。 14のスタンダーズの多くには、高い「専門↑釦

が要求される。それと共に、多様な役割をこなすの

ための「人間性Jも、これまで以上に必要とされる

であろう。そして何よりも、日々の実践を振り返り

ながら成長し続けるための『自己教育力Jが要求さ

れるであろう。このように、アメリカ合衆国で作成

された外国語教師用スタンダーズは、外国語教師の「専

門性Jr人間性Jr自己教育力j を向上させるための

枠組みの一つであり、外国語教師に必要な資質のリ

ストアップの一つの形と考えられる。

9.おわりに

以上、日本語教師の資質について、先行研究調査

に基づいて色々論じてきたが、日本語教師育成とい

う観点から見ると、日本語教師の資質として必要と

される「人間性Jr専門性Jr自己教育力」の 3つを

伸ばすカリキユラム構築の必要性が明らかになる。

これまでのカリキュラムでは「専門性」の向上に絞

って、日本語教師を育成してきた教育機関が多かっ

たと思われる。これからの日本語教師にとって、こ

れまで通り「専門性Jが重要であることは言うまで

もないが、教師として教檀に立つ以上、「人間性」や「自

己教育力j の重要さも軽視できない。日本語教師育

成カリキユラムの中に、「人間性Jと「自己教育力J



の向上を目指す授業や活動を組み込むことの必要性

を強く感じる。

[注]

1.ティーチング・ポートフォリオについては.償j蕎

(1998)を、アクション・リサーチについては、

横溝 (2000)を参照のこと。

2.図分(1997，1999a. 1999b)を参照.
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